
国語科授業改善のポイント

係り受け解析

〇 主語が省略されている文章の主語を考えさせる活動を取り入れる。

〇 「ＡはＢに～した。」という文章は「ＢはＡに～された。」「Ｂに～したのはＡだ。」と言い換えられる

ことを確認する。

〇 「誰（何）が～どうする（どうした）」に線を引いたり印を付けたりして，主述の関係をつかみ，文

章の内容を正確に捉えることができるようにする。

照応解決

〇 指示語について考えさせ，指示語が表す言葉を文章に当てはめて確認する方法を身に付けることがで

きるようにする。

イメージ同定

〇 文章と図を照らし合わせて，内容が一致するかどうかを確認する。

〇 図表を見て気付いたことや疑問点を明確にし，それを意識して文章を読むことができるようにする。

分かっているようで分かっていない！！係り受け解析に着目した授業

【小学校１学年「かいがら」（読むこと）の授業において】

「
く
ま
の

こ
が
、
う
さ
ぎ
の

こ
に

い
い

ま
し
た
。
」
と
い
う
文
章
か
ら
、
最
初
の
会

話
文

「
う
み
で

か
い
が
ら
を

ひ
ろ
っ
て

き
た
よ
。
」
は
、
く
ま
の
子
が
、
う
さ
ぎ
の

子
に
言
っ
て
い
る
文
章
で
あ
る
こ
と
は
理
解

で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
会
話
が
誰
の
台
詞
な

の
か
、
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
児
童
が
い

ま
す
。
会
話
の
持
ち
主
を
捉
え
る
力
が
な
い

と
、
文
章
を
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。誰

が
言
っ
て
い
る
会
話
で
あ
る
か

を
考
え
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。
色
別
で
会
話
文
を
囲
ん
だ
り
、

役
割
読
み
を
し
て
会
話
が
成
り
立
つ

か
ど
う
か
を
確
認
し
た
り
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
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い
い
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し
た
。
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う
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「

う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
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が

す
き
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「

こ
れ
よ
。
こ
れ
が

い
ち
ば
ん

す
き
。」

授業の様子 問いと答えの文に着目させ，くまの子（青），うさぎの子（赤）の台詞

を色別で囲ませる。役割読みをさせることで，誰が話した台詞なのか理解

できるようにする。

Ｔ：誰と誰が話しているの？
Ｃ：くまの子とうさぎの子。
Ｔ：どうして分かったの？
Ｃ：「くまの こが，うさぎの こに いいました。」って書いて

ある。
Ｔ：くまの子とうさぎの子の会話なんだね。
Ｔ：４つの台詞は，どちらが言っているのかなあ？ 最初は誰？
Ｃ：くまの子。くまの子からうさぎの子に言ったから。
Ｔ：次は？
Ｃ：うさぎの子だね。女の子の言い方だもん。
Ｔ：くまの子は青。うさぎの子は赤で囲むよ。次は？
Ｃ：（代表児童が板書の教材文を囲む。）
Ｔ：正しいかな？男子はくまの子。女子はうさぎの子を読んでみて。

単元中の宿題として

「くまの子は，うさぎの子に～した。」の文章を「う

さぎの子は，くまの子に～された。」「うさぎの子に～

したのは，くまの子だ。」と変換して与え，文意が正し

いかどうか考えさせる場面を設ける。

Ｔ：どうだった？難しかったかな？

Ｃ：よく読まないと分からなかった。

Ｃ：もう一度，教科書を読んだ。

Ｔ：そっかあ，難しかったね。

Ｃ：でも，クイズみたいで面白かった。

Ｃ：もっとやりたかった。

【中学校2学年「扇の的‐『平家物語』から」（読むこと）の授業において】

Ｔ：「後ろに歩ませ寄つて」とありますが，歩ませてきたのは誰かな？

Ｃ：「与一が」とあるので，与一だと思います。

Ｃ：それだと「御定ぞ，つかまつれ。」と言ったのも与一になって

しまうよ。

Ｃ：その後に「今度は中差取つて」とあるので，この行動をしたのが与一だね。

Ｔ：「伊勢三郎義盛」の後に助詞を補ってみるとどうかな。

Ｃ：「が」が入ると思います。 古文の学習において，人物の行動を

Ｔ：「与一が」の「が」は何に置き換えられるかな。 正確に捉えさせるために，述語（動作）

Ｃ：「与一の」になります。 にサイドラインを引かせ，それに対す

Ｃ：そうなると「歩ませ寄つた」のは，伊勢三郎義盛だね。 る主語（動作主）を見つけさせる。

古文では，主語の表記

が変わったり，主語や助

詞が省略されたりしてい

るため，誰の言動なのか

つかみにくい。

中学校では・・・



本市の児童・生徒の弱点！！照応解決に着目した授業

【小学校１学年「かいがら」（読むこと）の授業において】

授業の様子 動作化させることで，「これ」が表す言葉は，「しまもようの かいがら」

であることを捉えさせる。さらに，その言葉を文章に当てはめさせ，指示

語を確認する方法を身に付けさせていく。

Ｔ：うさぎの子が「これよ。これが いちばん すき。」っ
て言ってるけど，これって何かな。

Ｃ：しま模様の貝殻。
Ｔ：え，そうなの？どこに書いてあるの？
Ｃ：「うさぎの こは，しまもようの かいがらを さしま

した。」って書いてある。
Ｔ：本当だ。 うさぎの子になって，しま模様の貝殻を指で

指してみよう。
Ｃ：（動作化）しま模様の貝殻を指しながら，
「これよ。これが いちばん すき。」

Ｔ：「これ」を「しまもようの かいがら」に変えて読んで
みよう。

Ｃ：「しまもようの かいがらが いちばん すき。」

【中学校2学年「盆土産」（読むこと）の授業において】
人物の心情を読み取るために，そ

の前後の人物の行動や様子を確認す

Ｔ：最後の「えんびフライ」と言う少年はどんな気持ちなのかな。 る必要がある。「それ」の指し示す

Ｃ：「えんびフライ」と言う前に「それが，いつもより少し手荒 内容を明らかにさせることで，人物

くて，それで頭が混乱した。」とあります。 の心情を読み取る手がかりにする。

Ｔ：「それ」は何を指しているかな。

Ｃ：父親が，少年の「頭をわしづかみ」にしたことです。

Ｔ：そうね。これ（少年の人形）を使ってやってみてください。

こうされた少年はどんなことを感じたのかな？

Ｃ：「長く居られなくてごめんな。正月にまた帰ってくるよ。」

という父の思いを感じた。

Ｃ：お父さんの手から愛情を感じて，お土産の「えんびフライ」と言ったのだと思います。

Ｃ：父親と離れたくないという別れの辛さで，少年の頭はいっぱいになっていると思います。

「

こ
れ
よ
。
こ
れ
が
す

き
。
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こ
れ
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が
表
す
言
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か
ら
な
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が
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挿
絵
を
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て
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う
さ
ぎ
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ど
の
貝
殻
を
指
さ
し
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中学校では・・・

し
ま
模
様
の
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こ
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が
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。
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と
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し
ま
し
た
。

図に表すことで理解を確認することができる！！イメージ同定に着目した授業

【小学校１学年「かいがら」（読むこと）の授業において】

授業の様子 文章に合わせて，貝殻の図をかかせる。文章と図を照らし合わせて，

内容が一致するかどうかを確認させる。

Ｔ：「ももいろの かいがらは， 二ばんめに きに いって

いた ものなのです。」は誰のこと？

Ｃ：くまの子。

Ｔ：くまの子にとって，桃色の貝殻は２番目にお気に入りなのね。

Ｔ：じゃあ，くまの子の１番目のお気に入りは何？

Ｃ：しま模様の貝殻。

Ｔ：どこに書いてあるの？

Ｃ：「くまの こも，おなじ ものが いちばん すきでした。」

って書いてある。

Ｔ：じゃあ，それを図にかいてみよう。

【中学校2学年「クマゼミ増加の原因を探る」（読むこと）の授業において】
筆者が図表のど

Ｔ：このグラフからみんなが気付いたことはどんなことでしたか。 の部分について，

Ｃ：ツクツクボウシの幼虫は，１番軟らかい土を７割以上潜れてい どのような観点

ることです。 から説明しよう

Ｃ：２番目の軟らかさの土を一番潜れているのがクマゼミだという としているかを

ことです。 的確に捉える。

Ｔ：では，本文ではどう書いてあるかな。 そこで，本文を

Ｃ：クマゼミは「硬い土に潜る能力が圧倒的に高かった。」とありま 読む前に，図表

す。 の読み取りを行

Ｃ：確かに，グラフの一番右側を見ると，一番硬い土を潜ったのは， っておき，本文

クマゼミだけだね。 と照らし合わせ，

Ｃ：グラフの数値の高いところに目がいってしまうけれど，低いと 筆者の図表提示

ころや，他と比べて違うところに注目することも大事だね。 の意図を捉える。

Ｃ：そこを取り上げたくて，この図表が提示されていたんだね。

中学校では・・・

分
か
り
に
く
い
文
章
だ

な
あ
。
く
ま
の
子
と
う
さ

ぎ
の
子
が
好
き
な
貝
殻
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
で
き

て
い
る
の
か
な
あ
。

図
に
か
か
せ
て
み

ま
し
ょ
う
。
か
か
せ

る
こ
と
で
、
児
童
自

身
も
自
分
の
理
解
を

見
つ
め
直
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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う
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、
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が

す
き
。
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れ
よ
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が
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ば
ん

す
き
。
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う
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ぎ
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う
の

か
い
が
ら
を

さ
し
ま
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た
。

「
あ
あ
、
ぼ
く
と

い
っ
し
ょ
だ
。
」

く
ま
の

こ
も
、

お
な
じ

も
の
が

い
ち
ば
ん

す
き
で
し
た
。

も
し
、

う
さ
ぎ
の

こ
が

も
も
い
ろ
の

か
い
が
ら
を

す
き
だ
と

い
っ
た
ら
、

く
ま
の

こ
は
、

お
み
や
げ
に

あ
げ
る

つ
も
り
で
し
た
。

も
も
い
ろ
の

か
い
が
ら
は
、

二
ば
ん
め
に

き
に

い
っ
て

い
た

も
の
な
の
で
す
。


